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表表 11 使用した原料と特徴 
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本研究では、リサイクル原料 (非繊維材料を含む、市販品 )、バージン原料を任意の割合で混合し紡糸し

た糸の各物性 (直線・結節強伸度 )、耐候性試験 (サンシャインウェザーメーター、メタリングウェザーメ

ーター )前後での物性を評価して、リサイクル原料の混率の違いによる紡糸性、耐候試験前後の物性評価

を実施した。今回の検討における紡糸条件では、紡糸性には目立った差異が見られなかったが、耐候後の

物性については、リサイクル樹脂を用いたもので強度低下が抑えられる傾向が見られた。  
 

11..  ははじじめめにに
経産省が 2022 年 5 月に策定した繊維技術ロードマッ

プにおいて、『繊維 to 繊維リサイクル』は、重点的に

取り組むべき技術開発の 1 つに挙げられている技術分野

である 1）。このサステナビリティへの対応は、今後の

企業経営にとって、切り離せない課題であり、原料の著

しい高騰と相まって、『繊維 to 繊維リサイクル』の気

概は高まっている。 
通常、マテリアルリサイクル繊維製品は物性が低下す

るため、バージン原料と混合して製品化されることも多

い。本報ではバージン原料とリサイクル原料 (非繊維材

料を含む、市販品 )を任意の割合で混合した糸の紡糸

を行い、各物性(直線・結節強伸度 )、耐候性の評価を

実施した。 
 

22..  実実験験方方法法
22..11  原原糸糸のの作作製製  

22..11..11 原原料料  

使用した原料を表表 11 に示す。ポリプロピレン（以下 PP
とする）は、押出グレードのホモ PP を選定した。また、

バージン原料と混合して使用する市場にあるリサイクル

原料として(有) 原野化学工業所製 PP-NW を選定した。2
種類の樹脂はそれぞれ 100/0、70/30、50/50、30/70、
0/100 の割合でブレンドして使用した。 
22..11..22 紡紡糸糸試試験験  

紡糸は、溶融紡糸装置 TN35(シリンダー径 35mm、  
(株)中部化学機械製作所製)を使用して行った。 

紡糸条件は、紡糸温度 230℃、使用ノズルφ3.0 mm, 
1H,L/D=3、押出回転 4rpm、GP 回転 4.5rpm(GP 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.4cc/rev.)、エアギャップ 4cm、延伸は熱水 98℃、熱風

120℃の2段階、延伸倍率 6～8倍(第1ローラ6～8m/min、
第 2 ローラ 48.4m/min、第 3 ローラ 47.8m/min)である。 
22..22 物物性性評評価価  
22..22..11 引引張張強強度度測測定定  

JIS L 1913 を参考に、以下の試験条件により測定を

実施した。 
・試験機 定速伸長形引張試験機((株)エー･アンド･デ

イ製 RTC-1210)、つかみ間隔 20cm/min、引張速度

20cm/min、温湿度 20℃65%RH 
22..22..22 耐耐候候性性評評価価

JIS B 7753 に規定された試験機を用い、以下の試験

条件により、紫外線暴露を行った。 
・試験機 サンシャインウェザーメーター(以下 SWOM
とする) (スガ試験機(株)製 S80HB)、ブラックパネル

温度 63±3℃、槽内湿度 50±5%RH、フィルタ

A タイプ、噴霧時間 120 分中 18 分、試験時間 50-
300 時間 

・試験機 メタリングウェザーメーター(以下 MWOM
とする ) (スガ試験機 (株 )製 MV3000)、放射照度
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 図図 22 延伸倍率 7倍における糸の暴露時間に対

する残存強度(●SWOM、▲MWOM) 

図図 11 延伸倍率 7 倍における PP/PP-NW ブレン

ド比 5 種類の糸の強伸度  

表表 22 作製した原糸の物性 

 

530W/m2、ブラックパネル温度 63±3℃、槽内湿度

50%RH、噴霧時間 なし、試験時間 10-40 時間 
 

33..  実実験験結結果果及及びび考考察察
33..11 物物性性評評価価  

2.1.2 の条件で紡糸した原糸 15 水準(5 種類のブレンド

比、延伸倍率については、6,7,8 倍の 3 条件)について、

強伸度試験(直線・結節)を行った。 
表表 22 に得られた原糸の物性を示す(測定回数 10 回)。 

また、5 種類のブレンド比で安定して採取できた延伸

倍率 7 倍の原糸について、強伸度を比較した。(図図 1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
33..22 耐耐候候性性評評価価  

得られた原糸のうちブレンド比 PP/PP-NWが 100/0、
50/50、0/100 で延伸倍率７倍の 3 水準について SWOM
及び MWOM による耐候性試験を行い、一定時間照射し

た後の強度試験を行い、それぞれの耐候性試験後の原糸

の残存強度を図図 22 に示す。なお、MWOM 暴露時間につ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いてはそれぞれの耐候性試験機の放射照度の値 2）より

SWOM の時間数に換算した。今回、同一の糸について

2 種類の耐候性試験を行い、試験後の物性を測定したと

ころ 100時間程度まではバージン原料を用いた糸とリサ

イクル樹脂を用いた糸で差異は見られなかった。しかし

100 時間を超えた辺りから、バージン原料を用いた糸の

強度低下が大きかった。また MWOM で試験した糸は

SWOM で試験した糸よりも劣化が促進される傾向が見

られた。  
44..  結結びび  

本研究の結果は、以下のとおりである。 
(1) 紡糸した糸の強力は、今回の紡糸条件においては、

バージン原料を用いた糸、リサイクル原料を用いた

糸、両方の樹脂を混合して使用した糸で目立った差

は見られなかった。 
(2) 得られた糸に耐候性試験を行った後、物性を測定し

た結果、バージン原料を用いた糸で強度の低下が顕

著であった。これはバージン原料がホモ PP であり、

それ故に耐候劣化し易く、一方リサイクル原料はホ

モ PP とブロックポリマーの混合品であると考えら

れ、そのため耐候試験後も非晶部分が残り、強度が

保たれたと考えられる。 
今回検討した樹脂については、リサイクル原料をブ

レンドして糸にしたことで、耐候後の強度低下が抑え

られる傾向が見られた。  
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